
これまでの経過�

R５年４月１日から毎年０歳児募集を
停止し段階的縮小のち廃園とする 	

◯くりのみ保育園	  
◯さくら保育園	  

市議会・厚生文教委員会は審査の上参考人招致を決め、条
例は「継続審査」に（9月28日の本会議で決定）�

西岡前市長が	  
「市立保育園条例の一部を改正する条例」　を市議会に提案 	

西岡前市長、議会の議決を経ずに決裁する専決処分を行う	

昨年9月�

同9月28日�

同9月29日�

専決処分の承認議案が市議会本会議で「不承認」 	

同10月7日�

責任を取る形で西岡前市長は10月14日付けで辞職 	

承認に賛成②：反対⑳	



これまでの経過�

「廃園の撤回。市全体の保育の質を！」 	
「専決処分された条例を元にもどし、廃園ありきの方針（R4年9月改訂
版）を撤回。市全体の保育の質の確保の仕組みづくり！」 	

2022年11月27日執行の市長選挙にて	 ※選挙公報より	

12月26日�

専決処分した条例は
効力を発揮したまま	

賛成⑩：反対⑫	

２園は令和5年4月1日における	  
０歳児募集停止がはじまっていた	

ここで廃園条例を廃止し、２園について２次募集から	  
０歳児募集を再開するという狙いだった 	

就任して初めての市議会定例会最終日に	  
「市立保育園条例の一部を改正する条例を廃
止する条例」を提案も、否決となる。 	



これまでの経過�

市全体の「保育の質」 	について取り
組んできました。	

市議会議員の時は	

小金井市の公立保育園
における役割とあり方に
ついて有識者も交え検
討した経過がなく、その
明確なビジョンも ない	



これまでの経過�

公立保育園を市域のエリアを分けてその圏域ごとに「基幹
園」などに公立園を位置づけ、その圏域内の民間保育施
設と連携を密にして市全体の保育の質を維持・向上させる
という取り組み 	

（引用）東村山市保育施策の推進に関する基本方針	

多摩地域の	  
自治体を調べて	  
みると・・・ 	



これまでの経過�

「市立保育園のあり方検討委員会設置条例」
を当初予算にも組み込み2月の市議会に提案 	

１２月、廃園条例の廃止条例は否決されてしまいましたが・・・ 	

賛成⑩：反対⑫	

公立保育園の役割とあり方の定義付けと、それをもとに	  
「市全体の保育の質を維持・向上させる仕組みづくり」が必要 	

このような状況で、公立保育園を核にして市全体の保育の質の維持・
向上をめざし、どのようなことができるのかを考え実行していきます 	

今後	

否決	


